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●ご使用に際しては、電子添文をよくお読みください。
●HDF療法は濾過流量が増えるとアルブミン漏出量が多くなる恐れがありますので、低濾過流量からの使用を推奨します。　
※フィルトライザーは東レ（株）の登録商標です。

●中空糸材質 ： ポリメチルメタクリレート（PMMA）　●ケース材質 ： ポリスチレン
●中空糸内径 ： 200μm、中空糸膜厚 ： 30μm　●滅菌方法 ： γ線滅菌　●最高使用圧力 ： 66kPa（500mmHg）

＊ 限外濾過率測定方法 ： 牛血in vitro、Ht32±3%、TP6.0±0.5g/dL、QB＝200±4mL/min、37±1℃、
TMP＝6.7kPa（50mmHg）の測定値より算出（JIS T 3250 ： 2013に準拠）

＊＊ クリアランス測定方法 ： in vitro、QB＝250±5mL/min、QD＝500±10mL/min、QF＝10±2mL/min、37±1℃。
数値は水系クリアランスであり、臨床では使用条件の違いにより異なります。
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品種
中空糸 クリアランス＊＊

有効膜面積
（m2）

血液側容量
（mL）有効長

（mm）
尿素

（mL/min）
クレアチニン
（mL/min）

リン酸
（mL/min）

ビタミンB12
（mL/min）

（社内データ）

PMF-16A 1.6 195 103 37 222 199 185 123

PMF-18A 1.8 195 118 43 228 208 191 133

PMF-21A 2.1 195 135 56 232 214 201 144

限外濾過率＊
(mL/hr/mmHg)
(mL/hr/0.13kPa)

仕様及び性能

参考文献

関連文献

フィルトライザー®HDF



濾過流量と膜間圧力差（TMP） (社内データ）

濾過流量とアルブミン（ALB）漏出量 (社内データ）

PMF-21AのHDF性能 (社内データ）

HDFを模した、血液濾過（HF）試験を
実施した。

血液流量変更時のクリアランス（QS＝40mL/min） 濾過流量変更時のクリアランス（QB＝250mL/min）

血液流量変更時のクリアランス（QS＝80mL/min） 濾過流量変更時のクリアランス（QB＝250mL/min）

後希釈 ：

前希釈 ：

補　正 ：

牛血（Ht32±3%、TP6.0±0.5g/dL）。
濾過流量を変更しTMPを測定した。
濾 過 後に H D F 膜 出口 側 濃 度 が
Ht32±3%、TP6.0±0.5g/dLと
なるように牛血を生理食塩液で希釈。
濾過流量を変更し、TMPを測定した。
HDFを想定して16Aは55mmHgを
21Aは70mmHgを加算した。

牛血液を用い、HDF時のアルブミン漏出量を測定した。

ペンシル型モジュールにヒト血清を3時間循環濾過した。
中空糸に吸着したタンパク質を回収し、SDS-PAGE後
銀染色した。

後希釈 ：
前希釈 ：

牛血（Ht32±3%、TP6.0±0.5g/dL）、QB250±5mL/min、QD500±15mL/min、温度37±1℃。
濾過流量20、40、60mL/minの3条件、後希釈HDFを実施し、1時間の積算ALB漏出量を測定した。
濾過流量50、80、110mL/minの3条件、前希釈HDFを実施し、1時間の積算ALB漏出量を測定した。
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フィルトライザー®NF膜の技術（イメージ）

PMMAと相互作用している吸着水に着目した技術を採用

唯一の均質膜構造を有するヘモダイアフィルター

従来膜との血小板付着数比較
（in vitro）（社内データ）

吸着タンパク質の電気泳動
による比較 （in vitro）（社内データ）

血小板付着を抑えた技術

後希釈
前希釈
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後希釈

観察像

0.4個60個以上
血小板
付着数

（個/4.3×103μm2）
20視野の平均値

※フィルトライザーBG

従来PMMA膜

PMF-Aは、ポリスルホン膜に比べ広範な分子量領域の
物質を多く吸着します。
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定
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濾過流量を固定し、血液流量を変化させたときのクリアランス、ならびに血液流量を固定し、濾過流量を変化させたときのクリアランスを測定した。

後希釈共通条件 ：
前希釈共通条件 ：

測定項目 ：

牛血（Ht32±3%、TP6.0±0.5g/dL）、温度37±1℃。

尿素クリアランス、 β2MGクリアランス

QB=250±5mL/min、QD=500±15mL/min、QS=40mL/minで1時間循環後にそれぞれの条件でクリアランスを測定した。
QB=250±5mL/min、QD=500±15mL/min、QS=80mL/minで1時間循環後にそれぞれの条件でクリアランスを測定した。
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Ｍ:
１:
２:

分子量マーカー
PMMA膜（PMF-A）吸着タンパク質
ポリスルホン膜（NVF-H）吸着タンパク質

中空糸膜の構造の違い （社内データ）

血小板血小板

PMMA膜PMMA膜

タンパク質

変性 付着

付着タンパク質が
変性し、血小板付着を
誘発

従来の
PMMA膜

PMMA膜PMMA膜 PMMA膜PMMA膜

血小板血小板
タンパク質

変性なし 付着なし

付着タンパク質が
変性していないため、
血小板は付着せず

理想的な
PMMA膜

拡大拡大
タンパク質 バルク水

脱水和
変性

タンパク質の吸着水
（タンパク質の構造を安定化）

PMMAの吸着水

PMMA分子

※グラフはQB250mL/min、除水0条件でのデータであり、臨床では除水による血液濃縮を考慮して、濾過流量を低めに設定ください。

新鮮ヒト血液
実験方法

中空糸膜

内表面
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SEM観察
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フィルトライザー®NF膜の技術を踏襲したHDFフィルター誕生

SEM写真
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参考文献 1)、 2)から東レにて作成したイメージ。 

PMF-16A
PMF-21A

PMF-16A
PMF-21A

QB=250±5mL/min、温度37±1℃。

フィルトライザーHDF
PMF-ABG※

×1500

TMPが過度にかからない条件であれば
アルブミン漏出量は抑えられます。

膜表面の改質技術によって、血小板の付着が
抑えられています。

均質膜であるがゆえに透水性に制限があり、前希釈HDFにおける濾過流量を
低めに設定する必要があります。


